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燃料サプライチェーンWGの検討事項について



生産 輸送 貯蔵 配送 利用

水素・燃料アンモニア等のサプライチェーンのイメージ

○水素・燃料アンモニア等の利用・供給拡大に向けては、海外生産等による生産コスト低減に加え、輸送～貯蔵～配送過程の効率化が不可欠。

○ 川崎港の一部プラント間には水素パイプラインが設置されているほか、MCHの受入、貯蔵には既存の石油タンクも転用可能。

○ 輸送～貯蔵～配送過程においては、桟橋や貯蔵タンク、パイプラインを共同で利用することで効率化が可能になると考えられる。

水素パイプライン

サプライチェーンイメージ

海外プラント

内航運搬船

MCHの場合 トルエンの輸出

物流施設液化水素・アンモニア・MCH・CNメタン

大型運搬船

係留船舶

輸送機械（FC化）

荷役

化学工場・
製鉄所

水素タンク

脱水素施設

自
立
型
電
源

臨海部企業

→他港への輸送

内航運搬船
アンモニア運搬船

MCHタンク
（既存原油タンク転用）

水素パイプライン

国内

冷熱利用

アンモニア
タンク

港湾

工業利用

火力発電

水素ステーション

風力発電
太陽光発電

（高純度）

新規インフラ

既存インフラ

利用方法

水素

アンモニア

MCH

CNメタン

電力

凡例

ガスパイプラインメタンタンク
（既存LNGタンク転用）

家庭

水素のLNG発電混焼・専焼
アンモニアの火力発電混焼・専焼

1



水素エネルギーキャリア等 現状 将来

液化水素

・-253℃まで冷却
・液化水素専用インフラ必要

メチルシクロヘキサン（MCH）

・常温で液体
・ガソリン用インフラ利用可能

アンモニア

・-33℃又は8.5気圧で液化
・LPGと同様のインフラ技術利用可能

2026年度完成予定
液化水素16万㎥

（11,424トン）
総トン数 13万トン
喫水 11.6m
全長 300m
幅 50m

2019年進水
液化水素1,250㎥

（89.3トン）
総トン数 8,000トン
喫水 4.5m
全長 116.0m
幅 19.0m

プロダクトタンカー
8万～16万DWT

（10万DWTの場合）
喫水 14.9m

現状最大5万GT級
タンク 7.3万～8.5万㎥
（4.89万～5.70万トン）

総トン数4.9万～5.9万トン
喫水 10.7～12.9ｍ
全長 225～230m
幅 33～37m

時期未定
※LNG船最大船型と同
程度と仮定
タンク26万㎥

（17.42万トン）
総トン数16万トン
喫水13.8m

（注1） 川崎重工HP
（注2） 2021年1月24日付読売新聞朝刊第4面記事、喫水は三菱重工HP
（注3） 喫水：港湾の施設の技術上の基準・同解説
（注4） 丸紅「カタール産CO2フリーアンモニアの日本向け供給に係わる検討」（SIP終了報告書）
（注5） 喫水：港湾の施設の技術上の基準・同解説、タンク容量：中部電力HP

(注1) (注2)

(注3) (注3)

大型水素船イメージ

5万トン級LPG船

すいそふろんてぃあ

10万トン級プロダクトタンカー

出典：HySTRA HP 出典：川崎重工業資料

プロダクトタンカー
8万～16万DWT

（10万DWTの場合）
喫水 14.9m

10万トン級プロダクトタンカー

(注4) (注5)

出典：住友重機械マリンエンジニアリング HP 出典：住友重機械マリンエンジニアリング HP

出典：出光タンカー HP

世界最大のLNG船「Q-Max」

出典：中部電力HP
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水素エネルギーキャリア等輸送船の船型



横浜港・川崎港における水素パイプライン構築イメージ

横浜港・川崎港におけるカーボンニュートラルポート形成に向けた方向性（2021.4.2）より 3



水素パイプラインの方式・比較

導管を用いて水素を利用する各方式の比較

第21回 水素・燃料電池戦略協議会（2021.2.19）東京ガス株式会社 説明資料より 4



【神奈川県川崎港】

• 川崎市内や臨海部に水素・燃料電池関連企業が
集積している。臨海部は水素パイプラインにより
つながっており、１時間当たり約16万Nm3の水
素が利用されている。

【福岡県北九州市】

• 再エネポテンシャルが高い響灘地区をCO2フリ

ー水素製造・供給拠点とし、市内まで水素をカー
ドルで搬送した後に既設の水素パイプラインを通
じて実証住宅や博物館等に供給することを計画
している。

【その他】

• 神戸港等の関西圏、知多や四日市工業地帯等
の中部圏において水素パイプラインの敷設が検
討されている。

【オランダ ロッテルダム港】

• ロッテルダム港湾公社は2020年5月、「Hydrogen 
Vision」を発表。ロッテルダム港において大規模な水
素ネットワークを構築し、北西ヨーロッパにおける水素
の生産・輸入・活用・他国への輸送のハブとする構想。

• 全長35kmの港内水素パイプラインの敷設を進めてお
り、2023年の共用を計画している。パイプラインは
オープンアクセスとする予定であり、水素需要企業の
接続が可能となる。既にシェルが接続への関心を示
している。

港湾における水素パイプラインの敷設事例
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鉄道による水素輸送の検討

○ 水素需要を拡大するためには様々な輸送方法が検討されているが、既存インフラを活用した初期投資が少

ない輸送方法として貨物鉄道による水素輸送も考えられる。

○ 貨物駅が水素プラントから近傍に所在するか、適切な輸送距離であるかどうかが検討のポイントとなる。

【輸送形態】

重量や有効スペースからガス体での輸送は非効率であり、
液体として輸送することが有効。また、海上コンテナ輸送との
連携を考えると、タンクコンテナによる液体水素が効率的で
ある。

【LNG輸送との類似点】

・共に可燃性の液化ガスであること

・低温容器で輸送、貯蔵されていること

・高圧ガス保安法における基準に類似点が多いこと

鉄道基地でのLNGタンクコンテナ積み込み作業（出典：JAPEX）

出典：水素利用の規制緩和と
鉄道による水素輸送に関する
基礎的検討（中内正彦、若松
勝、RTRI Report Feb 2008） 6


